
知
し

ってますか？〜１０月
がつ

１
ついたち

日は「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」です〜

１９７７年
ねん

にユネスコの要
よう

請
せい

で設
せつ

立
りつ

された国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

評
ひょうぎかい

議会という会
かい

議
ぎ

で、翌
よく

年
とし

の１９７８年
ねん

から毎
まい

年
とし

１０月
がつ

１
ついたち

日を、
世
せ

界
かい

の人
ひと

々
びと

が音
おん

楽
がく

を通
つう

じてお互
たが

いに仲
なか

良
よ

くなり交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めていくために「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」とすることにしました。
日
に

本
ほん

では、１９９４年
ねん

から毎
まい

年
とし

１０月
がつ

１
ついたち

日を「国
こく

際
さい

音
おん

楽
がく

の日
ひ

」と定
さだ

めています。

劇
げ き

団
だ ん

たんぽぽは・・・

『いのちのまつり』は・・・

１９４６年
ねん

、戦
せん

争
そう

が終
お

わり、大
おお

きな町
まち

が焼
や

け野
の

原
はら

になり、食
た

べ物
もの

もなく、やせた子
こ

どもた

ちが日
に

本
ほん

中
じゅう

におおぜいいました。「子
こ

どもたちの元
げん

気
き

な顔
かお

が見
み

たい」と、長
なが

野
の

県
けん

篠
しの

ノ
の

井
い

で

小
さ

百
ゆ

合
り

葉
よう

子
こ

を中
ちゅう

心
しん

に子
こ

どものための劇
げき

を見
み

せる児
じ

童
どう

劇
げき

団
だん

「劇
げき

団
だん

たんぽぽ」をつくりました。

はじめのうちはリュックサックに衣
い

裳
しょう

や道
どう

具
ぐ

をつめて、子
こ

どもたちのところに行
い

って劇
げき

を

見
み

せました。１９５３年、静
しず

岡
おか

県
けん

浜
はま

松
まつ

市
し

にひっこしました。１９５５年、公
こう

演
えん

活
かつ

動
どう

を認
みと

めら

れ、文
もん

部
ぶ

省
しょう

（当
とう

時
じ

）という国
くに

の機
き

関
かん

から公
こう

益
えき

法
ほう

人
じん

格
かく

が許
きょ

可
か

され、社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

教
きょう

育
いく

演
えん

劇
げき

研
けん

究
きゅう

協
きょう

会
かい

をつくりました。北
ほっ

海
かい

道
どう

から沖
おき

縄
なわ

まで、主
おも

に小
しょう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

で劇
げき

をしています。その他
ほか

に

も先
せん

生
せい

のための「朗
ろう

読
どく

勉
べん

強
きょう

会
かい

」や「学
がっ

校
こう

での表
ひょう

現
げん

活
かつ

動
どう

」「演
えん

劇
げき

ワークショップ」「クリス

マス公
こう

演
えん

」など、教
きょう

育
いく

演
えん

劇
げき

研
けん

究
きゅう

協
きょう

会
かい

としての活
かつ

動
どう

もしています。２０１２年、公
こう

益
えき

認
にん

定
てい

が

受
じゅ

理
り

され公
こう

益
えき

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

になりました。

２００４年
ねん

に第
だい

１作
さく

「いのちのまつり　ヌチヌグスージ」が出
しゅっ

版
ぱ ん

され、過
か

去
こ

から

未
み

来
らい

へ続
つづ

くいのちをテーマに描
えが

かれた「いのちのまつり」シリーズは累
るい

計
けい

３５万
まん

部
ぶ

を突
と っ

破
ぱ

し、道
ど う

徳
と く

の副
ふ く

読
ど く

本
ほ ん

として採
さい

用
よ う

され、小
しょう

学
が っ

校
こ う

の授
じ ゅ

業
ぎょう

でも使
つ か

われています。

また、英
えい

語
ご

、中
ちゅう

国
ご く

語
ご

などに翻
ほん

訳
やく

され、海
かい

外
がい

数
す う

か国
こく

でも出
しゅっ

版
ぱ ん

されています。

今
こん

回
か い

劇
げ き

団
だ ん

たんぽぽでは、「つながってる！」「おかげさま」「かがやいてる」「みら

いへ」を加
くわ

えた全
ぜん

作
さ く

品
ひ ん

より構
こう

成
せ い

し、舞
ぶ

台
たい

化
か

しました。

公益社団法人教育演劇研究協会

令
れい

和
わ

4
よ

年
ねん

度
ど

文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

による子
こ

供
ども

育
い く

成
せ い

推
す い

進
し ん

事
じ

業
ぎょう

—巡
じゅん

回
かい

公
こう

演
えん

事
じ

業
ぎょう

—
＜児童劇公演＞

　我
わ

が国
くに

の一
いち

流
りゅう

の文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

団
だん

体
たい

が、小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

等
など

において公
こう

演
えん

し、子
こ

供
ども

たちが優
すぐ

れ
た舞

ぶ

台
たい

芸
げい

術
じゅつ

を鑑
かん

賞
しょう

する機
き

会
かい

を得
え

ることにより、子
こ

供
ども

たちの発
はっ

想
そう

力
りょく

やコミュニケーション
能
のう

力
りょく

の育
いく

成
せい

、将
しょう

来
らい

の芸
げい

術
じゅつ

家
か

の育
いく

成
せい

や国
こく

民
みん

の芸
げい

術
じゅつ

鑑
かん

賞
しょう

能
のう

力
りょく

の向
こう

上
じょう

につなげることを目
もく

的
てき

と
しています。
　事

じ

前
ぜん

のワークショップでは、子
こ

供
ども

たちに実
じつ

演
えん

指
し

導
どう

又
また

は鑑
かん

賞
しょう

指
し

導
どう

を行
おこな

います。また、実
じつ

演
えん

では、できるだけ子
こ

供
ども

たちにも参
さん

加
か

してもらいます。

「文
ぶ ん

化
か

芸
げ い

術
じゅつ

による子
こ

供
ど も

育
い く

成
せ い

推
す い

進
し ん

事
じ

業
ぎょう

—巡
じゅん

回
か い

公
こ う

演
え ん

事
じ

業
ぎょう

—」

小
しょう

学
がっ

校
こう

の道
どう

徳
とく

の副
ふく

読
どく

本
ほん

としても
使
つか

われています！！
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ひとりじゃない！

すべてのいのちがつながり、

　　かかわりあって生きている！

　カー坊
ぼう

はもうすぐ１１歳
さい

。
なぜかいつも、思

おも

いどおりにいかないことばかり。
　どうしてだれも、ぼくの気

き

持
も

ちをわかってくれないの？
　楽

たの

しみにしていた誕
たん

生
じょう

日
び

にも、ほしかったものがもらえな
くて、カー坊

ぼう

は家
うち

をとび出
だ

した！

「あー、ムカつく！お父
とう

さんもお母
かあ

さんもクラスのやつらも、
みんながおれをイライラさせる。みんな、大

だい

っきらいだー !!」
そんなカー坊

ぼう

の前
まえ

に突
とつ

然
ぜん

あらわれたのは・・・。

　親
おや

から子
こ

へ、そして孫
まご

へ、つながっていく“いのち”の物
もの

語
がたり

。

ひとりじゃない！
めぐりめぐって生

う

まれるいのち
めぐりめぐってつながる想

おも

い。

「ヌチヌグスージ」とは、沖
おき

縄
なわ

の方
ほう

言
げん

で“いのちのお祝
いわ

い、

いのちのお祭
まつ

り”という意
い

味
み

です。始
はじ

まりも終
お

わりもない

悠
ゆう

久
きゅう

の時
とき

の流
なが

れのなか、広
こう

大
だい

無
む

辺
へん

な生
せい

命
めい

のつながりが今
いま

ここにある――。自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

が奇
き

跡
せき

の存
そん

在
ざい

であること、与
あた

え

られた生
せい

命
めい

を光
ひか

り輝
かがや

きながら共
とも

に生
い

きぬくことが、「ヌチ

ヌグスージ＝いのちのまつり」であるという想
おも

いを絵
え

本
ほん

に

込
こ

めました。

原
げん

作
さく

／草
くさ

場
ば

一
かず

壽
ひさ

「いのちのまつり」より登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

・カー坊
ぼう

（和輝　かずき）

・お父
とう

さん（幸輝　こうき）

・おじいさん（昌輝　まさき）

・お母
かあ

さん

・先
せん

生
せい

・タクヤ

・シンゴ

・川
かわ

田
た

のおばちゃん

絵：平安座基尚Ⓒサンマーク出版


